新しい救急救命処置の運用開始にあたり必要な準備の一覧
新しい処置を実施するための消防本部のチェックリスト

方針の決定
消防本部、メディカルコントロール協議会で、新しい処置実施の意思決定を行う。

· 消防本部幹部に対する「救急救命士の処置範囲の拡大」を検討することについての説明と了承
· [bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2]（都道府県and/or地域）メディカルコントロール協議会に対する「救急救命士の処置範囲の拡大」実施の説明と承認
· 開始時期の決定
· 処置準備期間（処置の適応だけ判断して実際には処置を実施しない期間）を設定の検討

教育体制の整備
　新しい処置を実施する救急救命士数の養成数を想定し、研修を行い、認定し、登録する。

· 新しい処置を実施する救急救命士数、救急隊数、年間の養成数の想定
· 研修の場所、期間、講師、予算の確保等について、地域メディカルコントロール協議会、県消防防災課と調整
· 財団法人救急救命東京研修所での新しい処置に関する研修の応募への検討、派遣
· 救急隊員全体に対する新しい処置に対するプロトコール、機器の取り扱い等について周知

· 都道府県メディカルコントロール協議会での講習および実習終了証明証の交付を受けた救急救命士に対するに認定証（資料　認定書の例）の交付までの手順の確認
· 新カリキュラムを修了したうえで、平成27年度より施行される救急救命士国家試験に合格した者が新しい処置を実施するまでに必要な経験等の条件の確認（資料4-3-3：各地域の就業前研修の状況、病院実習の状況を踏まえて決定する）
· 認定を受けた救急救命士の名簿の作成、管理
· 認定を受けた救急救命士の地域MC協議会への情報共有


指示、指導、助言体制の整備
　オフライン、オンラインでの医師から指示指導助言体制を整備する。

· 地域のプロトコール案の作成
· プロトコール案について（都道府県and/or地域）メディカルコントロール協議会との調整、承認
· [bookmark: OLE_LINK3]了承されたプロトコールを救急救命士、MCにかかわる医師、搬送先医療機関等への周知

· オンラインMCを担う医師への講習会の実施
· オンラインMCを担う医師の指示録の案の作成と、MC協会との調整、承認


事後検証体制の整備
· 消防本部全体での事後検証の方法（分担研究報告５－２　浦島・田邉研究分担者報告書 　（別添）資料「新しい救急救命処置の標準的な事後検証の方法」参照）の策定（必要に応じ個々の検討項目についてワーキンググループを設ける）
· 検証票及び救急報告書について、消防庁、厚生労働省の通知（救急救命士の心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与の実施に係るメディカルコントロール体制の充実強化について　平成26年1月31日）を参考に当該地域で使用する事後検証票、救急活動記録票、救急救命士処置録の作成
· 有害事象等の発生時のトラブルシューティングの作成
· 事後検証の方法等について（都道府県and/or地域）メディカルコントロール協議会との調整、承認
· 了承されたプロトコールを救急救命士、MCにかかわる医師、搬送先医療機関等への周知


関係者への説明
· 地域医師会、地域保健所長、管内救急告示医療機関、およびその他関係機関に対して、新しい処置とその実施について説明し、協力を依頼する。（資料　協力依頼文章の例）


住民等の理解の推進
新しい処置の実施について、住民等からの理解を得るために、処置拡大の実施後も含めて継続的に広報活動を行う。

· 関係市町村長への説明
· 関係市町村議会での説明、広報（資料　議会への説明資料の例）
· ポスターの作成、掲示（資料　ポスターの例）
· 公的な広報誌への掲載（資料　広報誌への掲載例、ホームページの例）
· 地域の民放放送局、新聞社等への働きかけ、情報提供


その他
· 報告書等の変更に伴うパソコンソフトのバージョンアップ依頼。
· 処置に対するフローチャートをパウチして、すべての指示医師へ処置拡大への対応を理解してもらう。
· 機器及び医薬品の購入。（医薬品については、消防単体で購入することができないため、地域メディカルコントロール会長名で、処方箋を書いてもらい購入する）


処置の運用開始後に行うこと
· 事後検証会を実施
· 処置拡大を含む救急技術訓練の実施










新しい処置の運用を開始するために共通して必要とされる準備について
準備にあたり各消防本部が作成した各種書類等

1 資料　認定書の例




2 資料　協力依頼文章の例



3 資料　議会への説明資料の例




4 資料　ポスターの例
[image: ]

5 資料　広報誌への掲載例
[image: ]
広報あきた　平成26年３月21日号
[image: ]
6 資料　HPへの掲載例
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   第   号 


平成  年  月  日 


 


市立○○病院 


病院長 ○○ ○○ 様  


 


○○消防本部 


消防長 ○○ ○○ 


 


救急救命士の心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確 


保及び輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶 


液の投与の実施について（ご依頼） 


 


日頃より、本市の消防救急業務に対するご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 


さて、「救急救命士法施行規則の一部を改正する省令」（平成２６年１月３１日厚生労働省


令第７号）および「救急救命士施行規則第二十一条第三号の規定に基づき厚生労働大臣の指


定する薬剤の一部を改正する件」（平成２６年１月３１日厚生労働省告示第１６号）が、平


成２６年４月１日から施行されることになりました。 


これをうけ、当消防本部では○○メディカルコントロール協議会の指導を得ながら諸準備


を進めてきたところであります。 


つきましては、新たな処置を下記により開始いたしますので、引き続きご指導とご協力を


賜りますようよろしくお願いいたします。 


 


記 


 


１ 処置開始日時    


平成○○年 ○月○○日（月） 正午 


２ 新たに実施する処置 


(1) 心肺機能停止前の静脈路確保と輸液の実施 


 (2) 血糖測定と低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与 


３ 協力依頼事項 


２の処置を救急救命士が実施するために必要な医師による具体的な指示および事後検証 


４ その他 


  処置を実施する救急救命士（別紙１の認定救急救命士名簿）は、○○メディカルコント


ロール協議会が認定する所定の講習を修了した薬剤投与認定救急救命士でありますこと


を申し添えます。 


参考までに関係資料を添付いたしますので、救急部門の皆様への周知につきましてもお


願いいたします。 


 


担 当  ○○ ○○ 


電 話  ○○○-○○-○○○○ 


E-mail  
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                                    総 務 委 員 会 資 料 
                                     平成  年 月  日 
                                    消 防 本 部       課 
 


救急救命士の処置範囲拡大について（報告） 


 
1 根拠法令等 


救急救命士法施行規則の一部を改正する省令（平成２６年１月３１日厚生労働省


令第７号）ならびに同規定に基づき厚生労働大臣の指定する薬剤の一部を改正


する件が公布され、平成２６年４月１日より救急救命土の行う救急救命処置の


範囲が拡大されます。本市では、４月１日正午から運用を開始します。 


 
2 新たな処置 


(1）心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保および輸液 


(2）血糖測定ならびに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与 


 
3 期待される効果 


(1）重症外傷や重症脱水症などにより血圧が低下し、心臓が停止する危険性のあるショ


ック状態（循環不全）の改善 


(2）意識の回復による重度の後遺症の回避 


＊ 本市における（1） 、（2）の処置の対象者は、年間 人と想定されます 
 


4 これまでの処置範囲拡大の経緯 


平成 3 年  救急救命土法制定・施行（以下の三点セットの医行為が認められる）


自動体外式除細動器（AED）による除細動 器具を使用した気道確保 


乳酸化リンゲル液を用いた静脈路確保と輸液 


平成 15 年  自動体外式除細動器（AED）による除細動が消防職員も可能 


平成 16 年  気管内チューブによる気道確保（気管挿管） 


平成 18 年  アドレナリンの投与 


平成 21 年  自己注射が可能なアドレナリン製剤（エピベン）の使用 


平成 23 年  ビデオ喉頭鏡を用いた気管挿管 


 
5 その他 


この度の処置拡大は、傷病者の救命率の向上や後遺症の軽減を見据えた、救急救命士が


病院前で行う行為の臨床効果およびその行為にともなう安全性の確認と運用の実行性を検


証する目的で、平成２４年度に  など全国のモデル地区で行われた実証研究により効果


が認められたことによるものです。 
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第○○○号 


認 定 書 


 


救急救命士 救命 太郎  


昭和○○年○月○○日生 


 


 上記の者は、処置範囲拡大に係る講習及


び実習を修了したことを認めます。 


 


平成○○年○月○○日 


 


 


○○メディカルコントロール協議会 


     会 長  ○○ ○○ 
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